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【社会福祉法人 土佐希望の家の理念】 

社会福祉法人土佐希望の家は利用者の生命、人間としての尊厳、及び権利を尊重し、良質な医療と豊

かな暮らしを提供します。 

 

【幡多希望の家の理念】 

私たちは、利用者の人格を重んじ、如何に障害が重くとも人としての成長・発達の可能性を信じ、その

実現に努めます。 

私たちは、家族的雰囲気を大切にし、笑顔を絶やさず、日々明るい生活を利用者と共におくります。 

私たちは、第三者・利用者の心の声に、いつも謙虚に耳を傾け、日々の業務改善と資質の向上に努

めます。 

私たちは、この施設を地域の福祉資源として活かし、地域の発展に努めます。 

 

【私たちの行動指針】（平成19年２月15日 土佐希望の家 職員一同） 

私たちは、土佐希望の家の理念を実現するため、次のとおり行動することを誓約します。  

① 人間としての基本的マナーを身につけるように努めます。  

② 規則や時間を守ります。  

③ 協調性を重んじて行動します。  

④ 人に対して誠実であるように努めます。  

⑤ 技術や知識の向上に努めます。  

⑥ 反省心を持ち、謙虚であるように努めます。  

⑦ 自発的に物事に取り組みます。 

 

【2025年度の方針】 

１．理念・行動指針を徹底する。 

 ・（社福）土佐希望の家の理念、幡多希望の家の理念及び私たちの行動指針を徹底し、（社福）土佐希

望の家の職員としての誇りと責任をもって行動する。 

２．報告・連絡・相談を一層徹底する。 

 ・報告・連絡・相談を確実に行い、情報の共有を徹底する。 

３．各種懸案事項に、組織体制で取り組む。 

 （１）ガバナンス（統治、組織管理等）の確立（継続：重点取組） 

 （２）施設の移転改築への取り組み（継続：重点取組） 

 （３）在宅支援事業の在り方、展開（継続：重点取組） 

 （４）不適切な行為等の発生防止とより良いケアの実現（継続：重点取組） 

 （５）災害対策の充実（継続：重点取組） 

 （６）人材の確保と育成・定着（新規：重点取組） 
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１－１ 土佐希望の家 医療福祉センター、幡多希望の家 医療福祉センターの概要 

 １）施設名称ならびに所在地：土佐希望の家 医療福祉センター〒783-0022 高知県南国市小籠107番地 

               幡多希望の家 医療福祉センター〒788-0782 高知県宿毛市平田町中山867番地 

 ２）設置・経営主体：社会福祉法人 土佐希望の家  〒783-0022 高知県南国市小籠107番地 

〒788-0782 高知県宿毛市平田町中山867番地 

 ３）事業及び定員 

  ●土佐希望の家 医療福祉センター 

  ① 入所施設：医療型障害児入所施設・療養介護 定員142名（うち短期入所を６名で運用） 

  ② 外来診療：小児科・内科・リハビリテーション科 

  ③ 通所施設：生活介護 定員20名、 

放課後等デイサービス・児童発達支援・保育所等訪問支援事業 定員５名（多機能型） 

  ④ 在宅支援：相談支援事業、障害児等療育支援事業 

  ●幡多希望の家 医療福祉センター 

  ① 入所施設：医療型障害児入所施設・療養介護 定員51名（うち短期入所を２名で運用） 

  ② 外来診療：小児科・内科・リハビリテーション科 

  ③ 通所施設：生活介護・放課後等デイサービス・児童発達支援（重心児）定員10名（多機能型） 

放課後等デイサービス・児童発達支援・保育所等訪問支援事業（発達障害児）定員各10名 

  ④ 在宅支援：相談支援事業、障害児等療育支援事業 

 

 ４）提供するサービス（両施設共通） 

  ① 入所利用 

ａ） 入所利用：重複障害のある方々（重症心身障害児者）が生活しています。 

ｂ） 短期入所：ご家庭の都合で一時的に介護することが難しくなったときなどに利用できます。 

  ② 外来診療 

   ａ） 外来診療：小児期に発症した心身疾患や育て方が難しいと感じられるお子さんなどを対象とした外来診療を行

っています。 

・ 小児科、内科、リハビリテーション科があります。 

・ 重症心身障害（呼吸・運動機能・筋緊張のコントロールなど） 

・ 発達障害（知能・発達の支援、リハビリ、心理テスト、経過のフォローなど） 

・ 自閉症 

・ 栄養指導 

・ 摂食機能療法 

・ 身体障害者手帳及び車椅子や装具の意見書、診断書の作成 

   ｂ） リハビリ訓練：発達に遅れや偏りのある子どもの訓練・指導と家族支援を行っています。 

  ③ 通所利用 

   ａ） 生活介護：日中の日常生活の支援を行っています。 

   ｂ） 放課後等デイサービス：就学中の障害児を対象に、放課後や夏休み等の学校休業日に生活能力向上のために

必要な支援を行います。 

   ｃ） 児童発達支援：障害のある未就学児向けのデイサービスです。 

  ④ 在宅支援 

   ａ） 相談支援事業：地域で安心して生活していただくために必要なサービスを利用できるよう支援を行っています。

また、「サービス等利用計画」作成のほか、様々な相談対応を行っています。 

   ｂ） 保育所等訪問支援事業：障害児を受け入れている保育所等の職員への指導等を行っています。 

   ｃ） 障害児等療育支援事業：障害児及びその家族の地域生活を支援するため、専門の職員が指導や支援を行いま

す。保育所や学校など、関係機関からの相談にも応じています。 
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 ５）職員数（令和７年４月１日見込） 

入所（短期入所含む）事業 在宅支援事業 

 土佐 幡多  土佐 幡多  土佐 幡多 

医師 5(29) 1 

(10） 

事務職員 9 6 看護師 2  2 

調理員 8(8） 3(1) 

薬剤師 1(2) 1 准看護師 2 

 

（1） 

車両員 

管理員 

1 

0 

0 

1(1) 看護師 48(1） 21 生活支援員 

【うち保育士】 

児童指導員 

保育士 

10(2) 

【2】 

8（兼務） 

2（兼務） 

6 

【0】 

3 

1 

准看護師 13(1) 2 

 (1） 看護助手 

病棟助手 

4 

0 

0 

2(2） ＰＴ 5 2 

ＯＴ 2 2 

ＳＴ 3 (1) 訓練助手 0  車両員 

送迎介助員 

0(2)  

(2) 管理栄養士 2 1 家政員 3(4） 1(2) 

栄養士 2 2 相談支援専門員 2 1 

臨床検査技師 2 1 事務当直員 0（3） (2) 相談支援員 1 0 

生活支援員 

【うち保育士】 

69(6) 

【19】 

21(1） 

【2】 

環境整備員 

清掃員 

3 

0 

0 

1(2) 

 

小 計 180(54) 68(23) 小 計 17(4) 13(3) 

合 計 197(58) 81(26) 

総合計 284(278(84)85)278 

（ ）は外数 

 

１－２ 社会福祉法人 土佐希望の家 理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会（予定） 

 １）理事会、評議員会等の実施及び議題等 

  ① 理事会の開催予定                     ② 評議員会の開催予定 

開催年月日 議  題  開催年月日 議  題 

令和７年６月６日 

13時30分 

・令和６年度事業報告について 

・令和６年度決算について 

・次期理事及び監事候補者の提案について 

・次期評議員候補者の提案について 

・次期評議員選任・解任委員の選任について 

 

令和７年６月22日 

10時00分 

・令和６年度決算について 

・令和６年度事業報告について（報告事項） 

・次期理事及び監事の選任について 

・次期評議員候補者の提案について 令和７年６月22日 

15時30分 
・理事長、副理事長、常務理事の選定について 

 

令和７年12月中旬 

（予定） 

・事業執行及び収支状況報告並びに決算見込

みについて 

 
令和７年12月下旬 

（予定） 

・事業執行及び収支状況報告並びに決算見込みに

ついて 

令和８年３月中旬 

（予定） 
・令和８年度事業計画及び収支予算について 

 
令和８年３月下旬 

（予定） 
・令和８年度事業計画及び収支予算について 

 

 ③評議員選任・解任委員会 

開催年月日 議  題 

令和７年６月22日 

13時30分 
・次期評議員候補者の選任について 
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２－１ 社会福祉法人土佐希望の家令和７年度に向けて 

１．ガバナンス（統治、組織管理等）の確立（継続：重点取組） 

 社会福祉法人制度改革では、法人としてのガバナンスの強化が指摘され、幡多希望の家では、連年 

赤字の解消等に向けて、有識者による運営検討委員会を設置、その諮問・答申では、「法人として十 

分な検討がなされないまま、責任の所在も明確にしてこなかったことが課題の一因」と指摘され、令 

和4年4月の法人合併後、諮問・答申への取組を進めてまいりました。（下表のとおり） 

役職者には役割と責任が伴い、適切な運営には、職員にとって厳しいことも実行しなければなりま 

せん。合併４年目となる令和 7 年度は、各部署の適切な運営に向けて、引き続き、必要な見直しと体

制の整備を図ってまいります。 

幡多の給与改定は 3 年計画の最終年度となり、昨年度に引き続き、両センターの人材確保に向け

て、初任給引き上げ等の給与改定を実施するため、「入所者の確保」「短期入所の積極的受入れ」「通所

部門の赤字解消、児童発達部門の終了（他事業所への役割分担）」に向けて、さらなるガバナンスの構

築に取り組みます。 

 

（参考）社会福祉法人のガバナンスとは        【WAMNET：社会福祉法人の経営ガイドより】 

➀透明（適正な手続き）・公正（恣意的でなく正しい）な意思決定を行う仕組み【守りのガバナンス】 

➁迅速・果敢な意思決定を行う仕組み                         【攻めのガバナンス】  

 

幡多希望の家 運営検討委員会 答申書（令和3年1月30日）への対応 

諮問事項 取り組み状況 

1．単年度赤字の原

因等についての調

査分析 

平成27年度～31年度（令和元年度）まで5年連続の赤字 

現金預金・積立金の保有、施設運営に対する自覚、危機感の欠如 

改善に向けた取組が不十分（47人の入所、通所の恒常的赤字、職員数過多） 

2．赤字解消に向け

た今後の施設運営

と事業展開 

➀連年赤字の解消→利用者の確保、職員数の見直し 

➁資格手当のあり方、５５歳昇給停止→独自手当廃止、５５歳昇給停止導入 

➂在宅支援事業の見直し→送迎のあり方、役割分担、費用対効果など 

重心通所定員20人→多機能型10人、児童発達R7早期終了へ役割分担 

3 ．取り

組むべき

課題と対

策等に関

する提言 

課題1 

 

施設の移転改築→軟弱地盤対策、利用者の環境改善、移転改築視野に経営改

善への取組必須、概算費用1８億円（多額の借入金返済の対策急務） 

課題2 医療費請求区分の適正化→利用者実態と医療費請求区分の整合確認 

課題3 

 

研修計画の策定と実施→役職者の職責・法令順守等の研修、職員全体の研修

体系の確立→土佐と合同の研修体系構築、相互の役職者研修実施 

課題4 

 

医師確保の現状と方向性→常勤医師複数体制へ、非常勤医師の確保（幡多け

んみん病院の公的支援等）、医師の働き方改革への対応（特例許可受諾） 

 

２．医師確保（継続） 

医師確保は重症児者施設、医療型施設の生命線で、医師確保ができなければ施設は存続できませ 

ん。両施設の安定した運営には、それぞれ常勤医師の増員が不可欠であり、法人全体で医師確保に取 

り組むとともに、各圏域の病院、大学等と連携し、医師に関する情報取集に努め常勤医師の確保に努 

めます。 

 

３．施設の移転改築への取り組み（継続：重点取組） 

幡多希望の家は、平成９年の竣工以来28年目を迎えており、 

①施設の老朽化と狭隘化が課題となっていること、 

②地盤が軟弱で、のり面補修等の工事を行っているが、その後も地盤の劣化が進んでいること、 
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③南海トラフ地震への対策は、避難が困難な入所型施設は急務であること、 

などから、できるだけ早期に移転改築が必要となっています。 

➃移転改築に要する経費は約18億円が見込まれ、多額の借入金が必要となり、赤字部門の解消 

は必須で、併せて、全ての部門において費用対効果の検証など、経営改善が必要です。 

引続き、宿毛市又は四万十市での適地の確保、全部門の経営改善など、移転改築の実現に向けて 

取り組みを進めてまいります。 

 

４．職員のスキルアップ【研修計画の策定と実施】（継続） 

法人の研修委員会規定に基づき、日本重症児協会等、他団体の集合・Web研修も活用しつつ、両施

設共通の職種別・階層別の研修体系を構築し、効果的・効率的な研修を実施してまいります。 

昨年度から実施している看護師及び生活支援員の役職者の相互交流の研修を引き続き実施してま

いります。 

また、令和７年度より、人事評価制度を試行的に導入し、職員のスキルアップに取り組みます。 

 

５．在宅支援事業の在り方、展開（継続：重点取組） 

在宅支援については、そのニーズと担うべき機関、採算見通しなど、事業ごとに、個別具体的に状

況を把握して、実施の可否について判断することが必要です。 

各事業のあり方については、現利用者への支援の継続を含め、関係市町村とも協議のうえ、展開を 

検討してまいります。 

特に幡多希望の家医療福祉センターは、連年赤字の解消が必須であり、重心通所は定員減と多機

能型への見直しで採算ベースとなりましたが、重心以外の通所は、利用者の半数が黒潮町、四万十市、

土佐清水市からの遠方利用で、近隣事業所等への役割分担を図り、令和 7 年度早期の事業終了に取

り組んでまいります。 

 

６．健全経営に向けた取り組み 
（１）共通業務の一元化（継続） 

①入所・通所の各請求業務、②物品等の一括発注、③両拠点における入札手続きなど、 

可能な業務から順次、法人本部へ一元化を図ってまいります。 

（2）行政や守る会等との連携に努め、ニーズ把握に努める。 

令和６年度中の両拠点におけるご逝去及び新入所は次のとおり。 

在宅重症児者の状況把握とともに、入所者の確保と短期入所の積極的受入れに努めます。 

 土 佐 幡 多  

 

 

 

 

 

令 和 

7 年度

目 標 

 土 佐 幡 多 

令和6年度 

2月末実績 

4/1現在 133名 48名  

入所 

 

136名 

 

49名 ご逝去 １０名 3名 

新入所 ７名 2名 短期   

2名以上 計 130名 47名  入所 5名以上 

 

（3）幹部職員の事業活動（法人運営）への積極参加 

①両拠点の役職者による法人方向性等の共通認識（法人本部会、施設運営会議、幡多幹部会） 

②各種会議への積極的参加と議事録の作成・配布による協議内容の確認共有 

（虐待防止委員会、研修委員会等） 

（４）法人の諸規程に沿った適切な事務処理の徹底、組織としてのガバナンスの強化 

 規程に沿った適切な事務・事業の推進、決裁後の事務・事業執行の徹底 

（5）土地確保への取り組み 

①土佐希望の家医療福祉センターの３病棟の老朽化・狭隘化対策、児童発達支援、障害者雇用など、

新たな事業展開を念頭に、周辺土地の情報収集に努める。 
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 ②幡多希望の家医療福祉センターの移転改築先の土地確保に努める。 

 

７．不適切な行為等の発生を防止するとともに、より良いケアの実現への継続した取り組み 

（継続：重点取組） 

（１）虐待防止委員会に外部委員、保護者代表の参加（幡多）と定期的（2カ月毎）開催。 

「虐待防止チェックリスト」の集計結果や「いいケアしよう事例集」の活用。 

職場内研修（OJT）を通じた「不適切な行為の発生防止」と「より良いケアの実現」への継続取組。 

（２）利用者の身体及び生活の状況に応じたサービス提供に努める。 

（３）リスクマネジメントに継続して取り組み、事故防止に努める。 

 

８．新型コロナウイルスを含めた感染防止対策への取り組み 

（１）感染対策委員会を中心に、利用される全ての方に感染防止対策を徹底する。 

（２）県や地域との感染情報の共有を行うとともに、職員への周知を図る。 

 

９．災害対策の充実（継続：重点取組） 

（１）ＢＣＰの見直しと災害時備蓄品の拡充（福祉避難所の役割を踏まえた水、毛布、ベッド、避難テント、

大型災害時トイレの整備、備蓄品等の大幅拡充・整備、職員参集システムの導入、通信手段の確保等々） 

（２）防災訓練・研修の実施及び訓練内容の充実 

①防災訓練・研修の実施   

②地震、火災に加え、土砂災害及び水害等発生を想定した訓練の実施   

③土佐希望の家分校と共同のもと、福祉避難所の設置・運営訓練の実施 

 

10．人材の確保と育成・定着（新規：重点取組） 

（１）人材の育成については、令和７年度から人事評価制度を試行的に導入し、職員の目標設定・到達

度を評価するとともに、評価者による評価のばらつきを均
な ら

すよう取り組み、令和８年度の本格的導

入に努めます。 

（２）教育・研修委員会による研修方針に基づき、各種研修に取り組み、人材育成と資質向上に努める。 

（３）初任給の大幅アップ、給料表の見直し等により、職員の処遇改善を図り、人材の確保・定着に努め

る。 

 

 

２－２ 医務部・診療部 

薬剤科 

【土佐希望の家医療福祉センター】 

（１）業務や確認方法について適宜見直しを行い、引き続き調剤過誤ゼロを目指す。 

（２）薬剤の出荷調整や医薬品の医療安全に関する行政通知、新薬等の情報を迅速に他部署と共有し、

利用者の内服薬への影響を最小限に抑える。 

 

【幡多希望の家医療福祉センター】 

医薬品の適正使用を推進し、利用者の安全確保に努める（継続） 

（１）業務手順書に沿い、調剤ミスを起こさないよう安全対策の徹底に努める。   

（２）医薬品の円滑な供給と適正管理を行う。 
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リハビリ科 

【土佐希望の家医療福祉センター】 

（１）人員編成に伴う補助的業務の再分担・効率化をはかり、リハビリを円滑に実施できる体制の維持・

向上に取り組む。 

（２）自己研鑽に励み、リハビリの充実をはかる。 

（３）リハビリ中の事故防止に努める。 

（４）発達障害児支援の拡充について、潜在ニーズ等の把握、支援内容の充実などに取り組む。 

 

【幡多希望の家医療福祉センター】 

 施設利用者の方に対して、豊かな生活が送れるよう、それぞれの専門性を活かしたリハビリテーション

の提供を行う 

（１）施設利用者の日常生活動作や環境面を把握し、保護者の方や、関連部署と連携をとり、最善の対

応策を検討していく。 

（２）感染予防対策に努め、通常業務の推進を図る。 

（３）研修会等には積極的に参加し、職員各自の意識を高め自己研鑚に努める。 

 

検査科 

【土佐希望の家 医療福祉センター】 

（１）精度管理での精密性、正確性の向上に努める。 

（２）専門的知識を習得するよう努める。 

 

【幡多希望の家医療福祉センター】 

利用者及び職員の健康管理に努める 

（１）多職種と連携し利用者と職員の健康診断を行う。 

（２）各種研修会への参加等、知識と技術の向上に努め、検査制度の向上を図る。 

 

栄養科・給食科 

【土佐希望の家 医療福祉センター】 

（１）人材育成方法について引き続き見直しを行い、安定的な人材確保に努める。 

（２）業務改善を推し進め、安定した直営の継続に努める。 

 

【幡多希望の家医療福祉センター】 

栄養士業務・厨房業務が滞りなく行えるよう環境等を整備していく。 

（１）簡易に使用できる食品、食材の使用、調理法や調理器具の導入等、今まで取り入れたことのない方

法も積極的に取り入れ、新たに業務の見直しを行う。 

（２）業務の妨げとならないよう、環境の整備を行う（整理・整頓・清掃・清潔・習慣化） 

（３）「報告・連絡・相談」の徹底と、栄養科内で認識の相違がないよう、情報の共有も徹底する。 

他職種との連携強化（継続） 

（１）病棟利用者ケース会、各種委員会出席により、他職種と情報共有、意見交換を行い、入所者の方に

最適な食事・栄養管理が提供できるよう努める。その他でもミールラウンドの再開や防災訓練等に

も参加し、職員間の関係強化、協力体制の強化、知識の習得に繋げる。 
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２－３ 看護生活支援部 

【土佐希望の家医療福祉センター】 

看 護

生 活

全体 

（１）利用者の生命、尊厳、人権を最優先に、安心・安全なケアに努め、身体拘束ゼロの実践に取り組む。 

（２）専門職としての責任と役割を遂行できるよう自己研鑽に励み、適切な人事評価を通じ成長を促す。 

（３）職場におけるより良いコミュニケーションに努め、利用者や家族、職員間の信頼性の向上に努める。 

看 護

課 

共通 

（１）身体拘束の必要性を適切に評価し、必要な場合は最小限に抑え、安全で安心なケアの提供に努める。 

（２）e-ラーニングなどを通して自己研鑽に励み、看護実践能力を向上させる。 

（３）利用者やご家族、職員同士の信頼性向上のため、より良い言葉遣い、迅速な行動に努める。 

生 活

支 援

課 

共通 

（１）利用者の生命、尊厳、人権を最優先に、安心・安全なケアに努め、身体拘束ゼロの実践に取り組む。 

（２）専門職としての責任を自覚し、役割を遂行できるよう自己研鑽に励み、適切な能力評価を通じて成

長を促す。 

（３）職場において、よりよいコミュニケーションを図ることで、利用者・ご家族と職員間の信頼性の向上 

を目指す。 

外 来

看護 

（1）e-ラーニング研修等を通じて自己研鑽に励み、スムーズな外来診療に繋げる。 

（2）より良いコミュニケーションに努め、他職種、他機関との連携を強化し、利用者・ご家族の信頼性の向

上を目指す。 

※共通計画の取組については、各病棟単位で実績を報告する。 

 

 

【幡多希望の家医療福祉センター】 

看

護

科 

（1）利用者の

安全確保（継

続） 

 

 

➀医療事故を未然に防止するために、インシデント報告を活用しながらカンファレンスを行

い、専門職としての視点で意見交換を行う。 

➁入所者及び短期入所者の身体的変化を把握し、他職種を交えた入所前カンファレンスを行

い、安心安全な生活を心掛ける。 

➂体調変化があれば迅速に対応し、早期回復に努める。 

➃利用者家族との情報共有を行い信頼関係の構築と強化に努める。 

（2）次世代及

び人材の育

成（継続） 

➀管理者（役職者）研修へ積極的に参加し、知識を広める。 

➁階層別研修への取組を強化し、役職者の自覚と認識を高める。 

➂eラーニングによる自己啓発学習を推奨し、積極的な活用を勧める。 

➃新人教育の徹底と中堅看護師の資質向上に努める。 

生

活

支

援

科 

（1）生活支援

の充実（継

続） 

➀家族、後見人との面談、アセスメントを通じ、利用者の年齢・特性に応じた適切な支援の充

実を図る。 

②他部署と連携し、年間を通して、計画的に日中活動ができる体制づくりに努める。 

（2）人材の

育成（継続） 

➀eラーニングによる自己啓発を推奨し、活用できるよう努める。 

➁中堅支援員の資質向上を図る。 

➂階層別研修への取組を強化し、科長・主任・副主任の職責の自覚と認識を高める。 

病棟助手・家

政・清掃員 

➀感染に関しての情報を共有し、感染経路となりやすい場所などの清潔保持に努め、感染対

策を徹底する。 

 

 

安全・清潔な

環境づくり 

➁利用者の快適な生活環境の維持・確保に努める。 

➂補助職員の会（総務・管理・病棟）で情報共有を行い、精神的なフォロー及び指導を行う。 
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２－４ 総務部 

総務課 

【土佐希望の家 医療福祉センター】 

（１）人事（異動、評価等）、給与、経理の各業務の効率的なシステムの検討・導入 

（重点取組：○新人事異動、人事評価） 
（２）ＢＣＰの見直しと福祉避難所設営訓練に取り組む 

（重点取組：水、電気、通信手段、職員参集システム、備蓄品等の抜本的見直し） 

（３）各業務の質の向上に取り組む（継続）。 

研修受講等による各業務の質の向上とともに、委託業務に関し、可能な限り直営化に取り組む。 

 

【幡多希望の家医療福祉センター】 

業務の適正化・効率化を図る。（継続） 

（１）土佐希望の家医療福祉センターと連携のもと、業務の合理化及び一元化を進める。 

（２）職種間・部署間の連携を図り、共同体としての業務遂行を推進する。 

（３）横断的な取り組みによる、適正な業務配分の検討・見直しを推進する。 

事務の体制強化を図る。（継続） 

（１）職責に応じた役割と組織体制の適正化を図る。 

（２）専門性を高めるために、各種研修会へ積極的に参加していく。 

施設の適正な維持管理に努める。（継続） 

（１）適切な保守点検等の実施により、適正な維持管理を図る。 

（２）物品購入及び修繕依頼に関しては、見積り徴取を基本に、効率的・効果的な作業を行っていく。 

 

２－５ 在宅支援部 

土佐希望の家 医療福祉センター 通所課 

〈共 通〉 

（1）不適切なケアの防止に向けて、取り組みを強化、徹底する。 

（2）保護者・関係機関等との連携、利用ニーズの把握等により、利用率の向上に努める。 

〈生活介護〉 

（1）職員間での声掛けや良好なコミュニケーションにより、利用者特性に応じた、きめ細やな支援に

努める。 

（2）利用者の確保、利用回数の増等により、利用枠全体の活用を図る。 

〈多機能型重症心身障害児通所事業〉 

（１）利用児童・保護者に寄り添い、適切な支援や見守りの強化等に取り組む。 

（２）学校、相談支援事業所、市町村等との連携、情報交換等を図り、利用ニーズの把握、送迎の

検討など、利用児童の増に取り組む。 

土佐希望の家 医療福祉センター 相談支援課 

〈入 所〉 

（１）家族や保護者等との意思疎通、連携により、情報の共有と伝達に努める。 

（２）ボランティアの受け入れを積極的に行い、地域との交流を図る。 

〈在 宅〉 

（１）短期入所は、新規利用者の積極受け入れに努め、一日平均5人以上の利用を目指す。 
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（2）相談支援担当者会、特別支援学校の進路相談会等へ積極参加するとともに、在宅障害児者の 

生活状況と利用希望等の実態調査を行い、地域別・障害別の個別ニーズを把握する。 

（3）入所の潜在待機者について、県・市町村・相談支援事業所等と連携し、実態把握に努める。 

重症心身障害児者・医療的ケア児支援センター きぼうのわ （受託事業） 

（１）電話・来所・訪問等により、本人・家族、医療的ケア児等コーディネーター、関係機関等からの相

談に応じる。 

（２）県障害福祉課、市町村、関係機関等と連携し、医療的ケア児の地域別の実態把握に努める。 

 

 

 

幡多希望の家医療福祉センター 多機能型事業所さくらんぼ 

利用者の障害特性に応じた取り組みを推進する。 

（１） 利用者個々の状況に合わせた取り組みを本人にも聞き取りを行いながら考える。 
（２）感染面の配慮は行いながら、外出も含めた取り組みを計画していく。 

家族のニーズや地域性の課題も含め、家族負担の軽減を図る。 

（１）個別支援計画等の見直しの際に、家族からニーズの聞き取りを綿密・丁寧に行う。 

（２）利用日以外の日に、家族から利用希望がある時等は、可能な限り調整し、受け入れに努める。 

重心児及び医ケア児を積極的に受け入れる。 

（１）医療度の高い児童をできるだけ受け入れるため、配置（加算）基準の範囲内で看護師の体制を

整える。 

（２）保護者のニーズ等を丁寧に把握し、各関係機関との連携・情報交換を図る。 

利用児の発達段階をリハビリと共有し、本人に合った療育を提供する。 

（１）外来診療に基づくリハビリを受けている児童が多いため、リハとの情報共有を密に行い、各児童

の状態にあわせた支援を行う。 

 

幡多希望の家医療福祉センター 通園センターつくしんぼ 

令和7年度早期の事業終了を周知する。 

（１）各関係機関との役割分担に向けた調整を迅速に進める。 

 

相談支援センター 

入所・在宅・外来利用者への相談業務や必要なサービス調整等をスムーズに行う。 

（１）関係部署と連携を図りながら、必要な相談業務や利用調整を速やかに行う。 

（２）前相談員の事業所と調整を図り、まずは、入所利用者の相談業務の移管を働きかける。併せて、

通所利用者の相談業務の移管も働きかける。 

（３）新たな入所又は通所の利用相談は、他相談事業所を通じていても、全て関わり、受け入れの判

断は組織として行う。 

相談支援事業を通じた適切な支援を行う。 

丁寧な個別の相談支援を行い、必要なサービス等の調整を行う。 

地域の相談支援体制を把握する 

市町村、医療、教育等の関係機関と連携を図りながら地域の相談支援体制を把握する。 
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第３章 令和６年度決算見込み及び令和７年度収支予算 
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第４章 法人・施設の沿革 
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４－１ 沿革 
社会福祉法人 土佐希望の家 社会福祉法人 幡多福祉会 

1966年 
土佐山田町で私費により養護施設「土佐・希望の家」を開

設（競輪の賞金が運営資金に） 
  

1970年 
南国市小籠に重症心身障害児施設「土佐・希望の家」（定

員50名）を設置 
  

1972年 
定員 70 名 南国市立長岡小学校分室設置 「財団法人 

土佐・希望の家」法人名称変更 
  

1973年 南国市立鳶ヶ池中学校分室設置 定員80名   

1976年 定員100名   

1978年 高知県立若草養護学校分室設置   

1981年 高知県立若草養護学校高等部設置   

1984年 定員105名   

1985年 
「社会福祉法人 高知心身障害児（者）福祉協会」法人名

称変更 
  

1987年 
「地域交流ホーム」建設 心身障害児通園事業・やまびこ

教室開設 
  

1990年 
「第二土佐希望の家」開園（定員 50 名） 既存施設を「第

一土佐希望の家」（定員90名）に変更 
  

1992年 
「社会福祉法人 土佐希望の家」法人名称変更 「第一・希

望の家」「第二・希望の家」施設名称変更 
  

1995年 
「第二・希望の家地域交流ホーム」建設 Ｂ型通園モデル

事業やまももホーム開設 
1995年 

「幡多地区障害児者の福祉を考える会」発足 

高知県知事に陳情・要望書提出 

「重症心身障害児者施設建設委員会」設置 

「幡多希望の家を支援する会」結成 

1997年 Ａ型通園事業やまももホーム開設 1997年 
社会福祉法人幡多福祉会設立認可 

幡多希望の家竣工落成～開園（定員45名） 

2000年 「第一・希望の家」定員84名に変更   

  2001年 重症心身障害児（者）通園事業（Ｂ型）開始 

  2003年 
入所定員47名に変更（２床増床）（４月） 

児童・知的障害者短期入所事業開始 

2006年 
「第一・希望の家」廃止 「第二・希望の家」を「土佐希望の

家」に名称変更し定員134名に変更 
  

2007年 在宅支援センター（Ａ型通園事業所）を病院施設に届出 2007年 

入所定員51名に変更（４床増床） 

ヘルパーステーション（訪問介護事業・重度訪問介護事業等）

開始 

  2008年 幡多希望の家相談支援センター開始 

  2009年 
幡多希望の家さくらんぼホーム（生活介護事業）（定員 10名）

開始 

2010年 

「土佐希望の家」定員140名に変更 

Ａ型通園事業をＢ型通園事業に変更 

生活介護事業（定員20名）を開始 

創立40周年記念式典（於：高知新阪急ホテル） 

  

2011年 機能訓練室増築工事   

2012年 

「重症心身障害児者施設 土佐希望の家」に施設名称変

更（医療型障害児入所施設と療養介護事業所の一体運

営） 

児童発達支援事業と放課後等デイサービス事業（定員あ

わせて５名）を開始 

2012年 

重症心身障害児（者）施設から医療型障害児入所施設・療養

介護事業「幡多希望の家」に移行 

幡多希望の家通園センターさくらんぼ（障害児通所支援事

業：多機能型）開始（定員５名（主として重症心身障害児））（Ｂ型

から移行） 

  2013年 
６月、幡多希望の家通園センターつくしんぼ（障害児通所支援

事業：児童発達支援センター）開始（定員10名） 

2014年 通園事業所増築工事   

2015年 
南国市と福祉避難所の設置運営に関する協定締結 保

育所等訪問支援事業開始 
  

2017年 「土佐希望の家 医療福祉センター」に施設名称変更 2017年 幡多希望の家創立20周年 

2019年 
「土佐希望の家 医療福祉センター」定員142名に変更 

医局・厨房棟増改築工事 
  

2020年 土佐希望の家創立50周年   

2022年 社会福祉法人 幡多福祉会と統一合併（法令上は吸収合併）、法人名「社会福祉法人 土佐希望の家」  

2023年  

10月１日 さくらんぼホーム（生活介護：定員10名）と通園センターさくら

んぼ（障害児通所支援事業：定員５名）を多機能型事業所：定員10名に変

更 
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歴代理事長・施設長 

理事長就任日 施設長就任日 

年月日 土佐希望の家 幡多福祉会 年月日 
土佐・希望の家 

（第一希望の家） 
幡多希望の家 

1966年12月27日 坂本 昭     

1969年 ５月30日 紫藤 貞美     

   1970年 ６月 １日 末光 茂  

   1971年 １月11日 山岡 鹿吉  

   1971年 ５月 １日 長田 松義  

   1971年12月 １日 宮下 ふく  

   1972年12月 １日 吉浦 一雄  

1983年 ２月 １日 山﨑 勲     

   1988年 ４月 １日 木村 元彦  

  
 

1990年 ５月  
第一希望の家に

名称変更 

第二希望の家 

（土佐希望の家） 
 

   1990年 ５月 １日  川上 文  

   1994年 ４月 １日  筒井 章夫  

1996年 ３月  山﨑 勲     

   1997年 ４月 １日   武市 知己 

   1997年 ９月 １日   小槻 智丸 

   1999年 １月 １日 荒木 久美子   

2002年 ２月16日 池川 順子  2002年 ４月 １日  川久保 敬一  

   2002年 ９月 １日  鮎川 宗祐 山口 礼子 

   2003年 ４月 １日  大石 尚文  

2003年 ５月25日  森本 哲 2003年 ６月 １日   久我 哲郎 

  

 2006年４月１日 第一・希望の家廃院 

  （第二希望の家横に移転改築） 

第二・希望の家と合わせて「土佐希望の家」に施設名称変更 

 

2006年 ４月 １日 浦松 金吉  2006年 ４月 １日 浦松 金吉  

2006年10月28日  久我 哲郎 2006年 ４月12日 深田 潤  

2006年11月 １日 門田 正坦  2006年11月 １日 宮崎 正章  

   2007年 １月 １日 泉 喜策 宮﨑 正章 

   2007年 ４月 １日 國富 泰二  

   2008年 ４月 １日 江口 壽榮夫  

2009年 ４月 １日  長岡 常雄    

   2010年 ３月10日  木村 清次 

   2010年10月 １日 長 博雪  

2010年10月25日  
松浦 英夫 2010年10月25

日 
 長岡 常雄 

2016年 ４月 １日  小椋 茂昭 2016年 ５月 １日  山本 洋 

   2018年 ４月 １日 吉川 清志  

   2020年 ４月 １日  島田 誠一 

2022年 ４月 １日 
法人合併 

門田 正坦  吉川 清志 島田 誠一 
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